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コロネイア・プロジェクト

はじめに

　このたびは，周藤先生にお招きいただき，私のギリ
シアでの研究について先生と話す機会を与えていただ
きまして，ありがとうございます。今日は，史料に乏
しい古代の都市をどのように研究していくかについて
ご説明できれば，と思っています。我々古代ギリシア
史研究者は，今までほとんど常に古典期のアテネにつ
いて議論を行ってきましたが，それは，ギリシアに関
するテキスト情報の95％が，アテネについてだから
です。なので，我々はギリシアの非常に狭い範囲のこ
としか知らないわけですが，実際には，アテネと同じ
ような都市国家が900か1,000くらいはあったという
ことが分かっています。あまりたくさんの情報はあり
ませんが，すべてが小さな都市国家だったわけではあ
りません。中には，非常に大きなものもありました。
しかし，何分にも史料が非常に少ないのです。
　そこで我々は，典型的な都市国家の歴史を再構築す
るための方途を考えなければなりません。この典型的
な都市国家，ドイツ人の言い方を借りれば，「ノルマ
ルポリス」ということになりますが，アテネ以外の標
準的な都市国家では（アテネは例外です。非常に大き
く，属国を支配するような都市国家で，典型的といえ
るものではなかったからです），人々はいったいどの
ような暮らしを送っていたのか。私は現在中部ギリシ
アにあるボイオティアで調査を続けているので，そこ
にあった都市国家，コロネイアを例にとって，今日は
お話しをさせていただきたいと思います。

コロネイアについて

　ギリシアで仕事をしたり観光をしたりしたことのあ
る人ならご存じと思いますが，ギリシアはとても美し
い国です。調査をするにはうってつけの場所です。コ
ロネイアもとても美しいところで，ここで調査をする
理由の１つは，ここが非常に居心地がよくて景色の良
い場所だからです。２，３年前にここで調査をしよう

と決めたのですが，それは，この都市がきわめて典型
的な都市だったからです。もちろん正確な都市の規模
などについて，我々はほとんど何も分かっていなかっ
たのですが，確かに大きくて，しかもほとんど誰にも
知られていなかったのです。
　ですので，調査を始めた時，中規模の大きさでそれ
なりに政治的に重要であったにもかかわらず，なぜ
人々は賢明にも政治の表舞台から退いていたのだろう
ということが疑問に浮かびました。彼らは誰かを征服
しようとか植民地化しようとはせず，ただここで平穏
に暮らし，トラブルを避けてきた。その結果，記録に
残るようなことは何も起こらなかったのです。
　コロネイア付近ではいくつかの戦争がありました
が，それらはコロネイア史に含まれていません。それ
らは単にコロネイアの近くで起きた，というだけのこ
とで，コロネイアの戦いではないのです。我々の知る
唯一のことは，ローマ人がこの都市を攻撃し，コロネ
イア市民を奴隷とするために連れ去ったということで
す。しかし幸運なことに，人々は戻ってくることがで
き，ハドリアヌス帝は人々のために別の場所に水道
（橋）を設けました。その遺跡を我々はまだ探してい
るところです。周藤先生の研究室に，ドイツのジーク
フリート・ラウファーによって戦前に書かれたコパイ
ス湖周辺に関する本がありましたが，1930年代にラ
ウファーはその水道の一部を見たと証言しています。
しかし今までのところ，我々はまだそれを発見してい
ません。ですが，ハドリアヌス帝に関する手紙はあり
ます。皇帝ハドリアヌスは，都市に水道を造る一方
で，紛争を仲裁しなければなりませんでした。裕福な
市民が，下層市民たちを苦しめていたからです。ロー
マ帝国時代には，裕福な農場所有者との間に社会的な
軋轢がありました。コロネイアの歴史といったら，ま
あ正直こんなところです。これ以上は何もありませ
ん。コロネイアに行って，都市についてこれ以上わか
ることがあるだろうか，といった感じです。ですか
ら，皆さんと一緒にコロネイアに行っても，そこにあ
まり見栄えのする遺跡が存在するわけではありませ
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ん。そうですね，丘のふもとには中世の塔がありま
す。中世（フランク時代）にもここに何かがあったん
だということはわかりますが，それだけのことに過ぎ
ません。
　それから，コロネイアには現代にも村があります。
これがこの村にやってきた人々です。しかし実際，こ
の人たちがコロネイアの歴史を体現しているというわ
けではありません。というのも，このコロネイアの村
は，現代ギリシアのある種の民族浄化政策でできた村
だからです。実際この村は，クトゥムーラと呼ばれて
おり，これはアルバニア人の村であることを意味して
います。人々は中世にここへやってきましたが，現在
のギリシアでは，外国人，奴隷，アルバニア人という
名前を古代名に置き換えることによって，その多民族
的な歴史を排除しようとしています。過去を排除しよ
うということ自体，歴史学方法論からみると非常に興
味深いものがありますが，そういったことは決して望
ましいことではありません。我々にとってみればあり
がたくない話で，かつてのコロネイアの人々のことが
分からなくなってしまいます。

調査の方法

　丘の上にはアクロポリスがありますが，このように
印象的な遺構が残っています。この場所の名前はルト
ロンといいますが，そう呼ばれるのは，この地方の
人々がこれを共同浴場だと思ったからです。非常に込
み入った形をしています。アクロポリスの端には，城
壁の跡があります。古典期の防御壁です。丘のふもと
には，劇場のような大きな窪みがあります。丘の中腹
には，建築部材がたくさん集まっています。おそら
く，都市のアゴラのものでしょう。このように遺構が
まったくないわけではないのですが，それはかつての
都市の復元を可能にするようなものではありません。
これらの残骸から，完全な都市を復元したり，歴史を
書いたりすることはできないのです。なので，いかに
調査を続けていくかについて我々がとることになった
方法は，発掘ではなく表面調査でした。
　理由は簡単です。ギリシアの都市を発掘するのは不
可能だからです。フローニンゲンなど，オランダの別
の大学からきている我々の同僚は，ハロスと呼ばれる
シチリアの都市を調査しているのですが，1,400ある
家のうち，５年間で発掘したのは５つです。だから，
都市全体を調査しようとしたら，違った方法を考えな
ければいけません。それは発掘ではなく，都市の表面

全体を完全に調べることなのです。表面を調べること
で何が分かるかというと，確かにそこには建築物の名
残りが少しばかりあるだけで，しかも丘は植生に覆わ
れていて，それが調査をやや困難にしています。しか
し，我々が用いた主な方法は土器片の調査ですが，そ
れらは耕作とか浸食など，さまざまな要因によって地
表面に散らばっています。ここに例として，非常に良
い状態の古典期の土器片がありますが，おそらくここ
は都市の中でも神聖な，あるいは特別な何かがあった
場所であろうと思います。
　さて，何年か前に部分的な調査を始めた時は，デジ
タル化されていませんでした。たとえば，調査区を区
切ってそこの地形について調査をしていたのですが，
紙媒体の地図の上にコンパスを使って区画を分け，徒
歩でその距離を測定していました。必然的に，誤りと
か不明瞭なこともその時には多かったのです。
　そして，このように重要な遺物を見つけた時も，写
真を撮って，手書きで文章を記述し，後でタイプして
いました。それから，また20メートル東の200メート
ルを南に歩きなおす，という具合でした。デジタル化
されていなかった頃は，そういったことが非常に一般
的でしたが，正確さに欠けていました。それから，こ
れらの建造物を発見したときは，非常に大雑把に地図
の上にマークしていましたね。
　今では，我々はデジタル技術の恩恵を受けて，古代
の都市国家を速く正確に記録することができるように
なりました。こちらの写真で示していますが，コロネ
イア調査の方法も，丘全体を，たぶん60ヘクタール
くらいあるんですが，20×20メートルの調査区画に
分けています。各ユニットの記録は，パームトップコ
ンピュータで記録しています。これは私の学生の帽子
のところにある GPS受信機とつながっています。彼
が記録しているのは，我々が調査している各ユニット
と，コンピュータでも記録しているのですが，そのユ
ニットの土地利用と，GPSによる正確な場所，土器
片の数，400平米単位（20×20メートル）ごとに地表
に散布している遺物の特徴などです。
　このパームトップ GPS記録は，１メートル単位の
精度がありますが，高さが出ないので，単なる２次元
的な記録となっていました。ですが，幸運なことに昨
年から，我々は新しい装置を導入しました。ディファ
レンシャル GPSなのですが，１センチ単位の精度で
３次元の記録ができます。海抜も測定できます。
　それから，我々が調査しているまた別の遺跡の例か
ら，この装置がどれほど有効かについてお見せしたい
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と思います。ここは調査するのに非常に難しい場所で
す。２年前，ギリシアでは非常に恐ろしい山火事があ
りました。しかし，これは考古学者にとっては，遺構
が見えるようになるチャンスでもありました。特に深
い植生がある山は，そばに古代の町がある場合，避難
場所として使われていたと長い間考えられていたた
め，火事の後，山に登ってそこで避難用の砦を見つけ
たのですが，この砦の壁の地図を作製しなければなら
なかったのです。そこで，通常ならばこの壁を測定
し，トータルステーションで建物の記録をするわけで
す。非常に大げさな装置なのですが，これを山の上ま
で運び上げなければならないわけです。
　しかし，ディファレンシャル GPSによってそうい
うものが不要になりました。我々はベースステーショ
ンにいて，ここでユニットごとの基本的な記録を行い
ます。それから，できるだけたくさんの衛星の位置情
報を集めるために何時間か置いておきます。今のこの
記録を取っている地点の地理情報をまず取得するため
です。それによって，この場所は実際の地球上の空間
に占める基点として，きわめて正確に測定されます。
それから，測定したいと思う山へ行くわけです。６キ
ロ離れています。測定場所を見てみましょう。ここが
ベースステーションです。山の中で我々が調査しよう
と思っている古代の場所です。後ろを振り返っている
ところです。こういうときに我々が持っていなければ
いけないのは，非常に軽い標尺です。これで無線信号
を送ります。その場所に標尺を置き，ベースステーシ
ョンに無線信号を送ります。するとこの場所は，１セ
ンチ単位の精度で記録されます。ここでは我々は，砦
やその他記録したいと思う興味深いものを見ているわ
けです。後でコロネイアの都市でこの新しい GPSを
使っているところをお見せします。

コロネイアの表面調査

　それでは，コロネイアに戻りましょう。パームトッ
プ上に，私の同僚がデジタルマップとデジタル写真を
持っているのですが，グリッドごとの記録をパームト
ップでしているので，どのユニットでもすぐに正確な
地図や写真を取り出すことができます。そして，問題
が起きた時についてなんですが，グリッドを組みたい
と思っても，丘の上では正確に組むことは容易ではあ
りません。でもグリッドの本当の形は，角を測定すれ
ば分かるので，正確にする必要はありません。ちょっ
とずれるかもしれませんが，どれくらいずれたかも分

かりますので，グリッドの大きさがどれくらいかはち
ゃんとわかります。この３年間の調査で，我々は約
600ユニットほどを測定しました。おそらく都市はこ
れくらいの大きさだったと思います。これは，毎年の
調査チームの進展の様子です。これが私たちが見つけ
たものです。グリッドごとに，都市がどのようなもの
であったかを知るための，手掛かりとなります。主な
証拠は土器，土器片です。古代都市には大量の土器片
があります。ここでは，どのくらい多いか目で見るこ
とができます。数えてみましたが，この点１つが土器
片10点にあたります。こちらが，１ヘクタール当た
りの土器片の密度です。可視性を高めるために修正し
てあります。なぜならば，地表面が完全に露出してい
るところもあれば，低木や草に覆われているところも
あるので，本当の土器片の密度を理解するために修正
しなければいけないのです。一般的に都市のこのあた
りでは，非常に土器片の密度が高いということがお分
かりになると思います。１ヘクタール当たりの土器片
が330,000点ほどあるところが最高です。平均すると，
１平米あたり10点くらいなんですが，１平米あたり
土器片40点にも達するところがあります。
　デジタルプロットを続けることによって，毎日高密
度の破片エリアに入ったり出たりしていることが分か
るわけですが，このような土器片の状態を捉えること
によって，このあたりが都市域の境目になるだろうと
いうことが推測できます。ここからは都市の外という
ことが分かるわけです。そこでは密度がとても低いで
す。
　ボイオティアのほかの都市で調査をしていたことも
あったので直接的な比較が可能なのですが，これは
近々出版予定の話ですが，テスピアイという都市で同
じような調査をして，同じような密度を観察したこと
があります。コロネイアの調査場所とテスピアイの調
査場所とで土器片の密度を比較すると，（コロネイア
の）都市の外側の密度の閾値が，テスピアイの都市の
端と同じように対応していることが分かりました。
　コロネイアで行ったことをテスピアイでも行いまし
たが，時期ごとの土器片の分布から，都市の歴史を復
元していったのです。テスピアイでの調査はすでに終
了しましたが，古典期には大きな都市で100ヘクター
ルもあったのが，ローマ時代になると小さな都市では
おそらくたった40ヘクタールの大きさにまで縮小し
てしまうというような，大きな差があります。コロネ
イアの調査でお見せしたいのは，時期によって都市が
拡大したり新たに建設される，ということです。つま
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り，繁栄したり衰退・停滞したり，ということです
ね。
　コロネイアのグリッド単位を用いた調査で分かるこ
とは他にもありまして，多くの建築遺構を発見しまし
た。というのも現在では，小さな単位に分割して，非
常に接近して探すことができるからです。古代の城壁
などを明らかにし，それらを GPSで記録しています。
最初はハンディタイプの GPSで，１メートル精度で
フィールド調査を記録します。それから建築遺構に戻
り，ギリシア建築の専門家がいるものですから，それ
をディファレンシャル GPSに記録します。これはこ
んなに非常に簡単な操作でできます。こうするだけで
ディファレンシャルマップができます。これが小さな
送信機です。これが，家に使われていたかなり後期の
ローマ時代の柱です。都市が衰退すると，人々は略奪
してきた瓦礫で家を建てていたんです。
　これが，１センチ精度で記録できるものです。これ
はとても処理が速く，両端にスティックを当ててボタ
ンを押すと，信号が無線でベースステーションに送ら
れます。非常に速くて正確です。それから，なぜ（グ
リッドを）20×20メートルにしているかというと，
家屋の大きさで都市を見たいからです。20×20メー
トルというのは，当時のギリシアの家屋が１軒か２軒
入る大きさだからです。
　先ほどたくさんの土器片をお見せしたと思います
が，幸運にもボイオティアでは土器片の質が非常に良
いので，収集する場合でも，非常に良質で，各時代の
区別が可能で，用途もはっきりしている土器片を見つ
けることが容易です。表面調査から，居住考古学を試
みるのも我々の目的です。我々のグリッド単位で，そ
この場所にある家のテラスなどから，繰り返し営まれ
る家屋の集団といったものを明らかにすることができ
ます。ここにはいくつかの典型的な遺物があります。
養蜂箱，床のタイル，磨石，型づくりの食器，貯蔵用
の瓶，そして紡績用の錘ですね。都市のほとんどは家
屋によって覆われていたので，ほとんどのグリッド
で，家財道具の遺物を繰り返し手にすることができま
す。どの家からも同じような物が出てきたり，家のレ
ベルによって異なる物が出てきたりします。ここは丘
なので，家のレイアウトには限界があるため，こうい
うテラスに沿って家屋があったに違いない，などとい
う想像がつきます。時には，家屋の入口の敷居のよう
な部分も見つかります。
　丘の上の都市国家について，すでに出版されたほか
の例について見てみますと，これはマケドニアの例

で，都市の一部が発掘されたのですが，家屋がテラス
に沿って斜面に建っているんですね。マケドニアの別
の例ですが，オリントスの都市の場合には，ここも一
部発掘されていますが，家屋に関係する品々，土器片
のようなものが，家屋の中の発掘でどうやって見つけ
られたか，ということが研究されています。
　つまり，さまざまなタイプの土器片や遺物を，コロ
ネイアの丘全体にわたって400平米単位ごとにプロッ
トし，個々の家財道具ごとの記録を行って，オリント
スのようなほかの古代ギリシア都市の発掘結果と比較
しようとしているわけです。将来的には GISタイプ
のデータベースが使えるようになり，家単位での住居
パターンの記録をすべて結合して考えることができる
のではないかと考えています。
　これまで初期の調査のころから我々が集めた土器片
からも分かるように，都市の中が暫定的ではあるけれ
ども機能分化されていたと考えられます。古代ギリシ
アで宗教的な機能を持っていたアクロポリスは，後期
ローマ時代には軍事的な中心となりました。２つの墓
地も見つけておりますが，そのうちの１つ目の方は
近々発表する予定でおります。オリーブ農園や家屋が
密集している部分，アゴラや都市の境界線，町や豪
邸，ローマ時代の別荘などもここでは見つかっていま
す。

都市内部の構造

　さて，ディファレンシャル GPSを用いたほかのプ
ロジェクトについてですが，この丘の上の都市につい
て，主な物理的な開発の様相についてさらに研究する
必要があると思います。なぜならば，彼らはこのよう
な急斜面の丘を居住可能にしてきたからです。考えて
もみてください，7,000人もの人がこの都市に暮らし，
それが約1,300年も続いたのです。ディファレンシャ
ル GPSがあれば，都市の表面や高低差を含んだ詳細
をマッピングし，記録することが可能です。これこそ
記録の極致です。
　参加している学生は，丘の高さを9,000点ほど測定
し，我々はマイクロ地形図と呼んでいますが，丘の地
表の非常に詳細な地図をつくっています。その地図で
見ると，テラス，通り，すべてを見ることができま
す。丘の上に建物を再建することもできそうです。こ
れは，学生が描いてみたものです（笑）。
　そして，Surferと呼ばれるこのソフトウェアを使う
ことで，このデータから３次元で丘の地表を表すこと
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ができます。これによると，古代の都市の主な特徴を
示すことができます。中世ギリシアに引き継がれてい
るもの，市の城壁の跡，アゴラ，劇場，アクロポリ
ス，十字軍の塔などです。都市のインフラについても
分かるようになってきました。これは，劇場の詳細を
調べているところです。たいていこういった石は，農
民たちが家を建てるときに持って行ってしまっている
ので，ほんの少ししか残っていません。
　これは劇場の外壁です。劇場の外側の護壁がここに
あって，今でも部分的に保存されています。そして，
アゴラの劇場の上部にある，都市の公共的な場所の痕
跡ですが，ここには記念碑の台座があります。都市域
には，少なくとも１本の（水道）システムがありまし
た。そして，これは我々が「大きなもの」と呼んでい
たものです。なぜかというと，これがなんだかよくわ
からないからです（笑）。でも，下町では非常に大き
なローマ時代のコンクリート製建築物です。おそら
く，裕福な人物の邸宅か公共建築物のどちらかではな
いでしょうか。
　それから，古代墓地の発見についても述べておく必
要がありますね。墓の発見は我々にとってはとても大
切なことです。これにより都市域の境界が分かるから
です。なぜならば，ここが壁の外側に違いないからで
す。土地柄，これは都市域のこのあたり（墓）から出
たものですが，精製の土器片が多く出ます。それから
小さな像（figurine）の破片も出ます。また，原始的
な女神像もあります。動物像や小さな髭を生やした男
性像もあります。そして，昨年には，別の場所で２つ
目の墓域を見つけました。時代的には少し下がります
が，ローマ時代の墓碑があり，おそらくは葬儀に関わ
りのある記念碑であると考えられます。
　我々にとっても驚くべきことですが，コロネイアの
中でもこのあたりは，非常に土器片の量が多いところ
です。それは，この場所が実は土器製作におけるごみ
捨て場だからです。こちらもまた城壁外のようです。
　都市の丘の高密度表面地図が，一連の GIS（地理情
報処理システム）ベースによる古代都市構造の調査の
元となっています。たとえば，丘のどの部分が夏冬問
わず直射日光を受けるのに最も適しているだろうか，
ということなどです。地理情報処理システムのシミュ
レーションによって，都市の東側がプライベートな住
居として最も適していたであろうということが分かり
ます。こちらは都市の中心です。主要広場つまりアゴ
ラがあったと思われます。
　一度ディファレンシャル GPSで非常に詳細な地図

を作ってしまえば，いくつも地理情報システムのシミ
ュレーションを行うことができます。これは，夏の１

日を通してのコロネイアでの日射を示したものです。
アゴラでは，１日の大半が日光を取り入れるのにふさ
わしい場所となっていることが分かります。おそらく
家を設置するのにも適しているよい場所です。冬の日
差しもシミュレーションできます。冬でも都市のこの
部分ではいくらか日があたり，もっとも心地よいとこ
ろだということが分かります。

道路ネットワークの復元

　もう１つの分析では，ディファレンシャル GPSを
用いた詳細な表面地図によって明らかにされたことな
のですが，このかなり大きな丘をどのように人々が移
動していたのか，ということです。7,000人もの人々
が住んでいたのですが，彼らはどうやって丘を上り下
りしていたのでしょうか。この地図では，急な傾斜と
なだらかな傾斜，それにアクロポリスやアゴラが色分
けされています。丘の最上の高台のあたりに行くのは
難しく，下町の市場に行ったりアクロポリスにある都
市の主要な神殿に上るためには，このように，少なく
とも１本の舗装路が必要です。
　先ほど，マケドニアのぺトレスという丘の上の町の
例をお見せしましたね，ここも，複雑な斜面に沿うよ
うに家を造らねばならないところで，都市の中を何と
かロバや人が歩けるほどの幅の，非常に狭い道が走っ
ています。これはぺトレスの復元図ですが，ここは発
掘されており，ここにあった都市全体の，おそらくこ
んな風ではなかったかという想像図を作ろうとしてい
ました。コロネイアも，おそらくはこれに似た感じの
都市だったのではないか，と私は想像しています。こ
こには，ヒッポダモス様式の格子状の美しい都市計画
はなかったと思います。
　地理情報処理システム，GISを使って丘を分析し，
坂やなだらかな表面などを使って，コンピュータが望
ましいと思う経路を作ることで，アゴラやアクロポリ
スへ行くための，いわゆる最適経路を復元することが
できます。現在の道路は赤で示されています。アクロ
ポリスに行くのに最適の経路は，これは過去のアクロ
ポリスのシミュレーションですが，緑のルートです。
これらは，都市域外から来た人々や都市内部の人がア
クロポリスに登ったりする場合の最適経路です。実際
アゴラは，２つのルートが交差するところにあるとい
うことが分かります。そしてこれは同じ地図ですが，
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古代のものとローマ時代のもの，２つの墓地を示して
います。都市の入口近くにあります。都市へ入ってく
る道からそんなに遠くありません。こちらも同じ分析
ですが，アゴラへの最短ルートです。都市の外から来
た場合，アゴラへ行くには緑の道を使うと最も簡単に
到着できます。
　これらの復元により，大小の道路がどのように走っ
ているのか，居住地区はどこにあり，どんな地形で丘
の上はどうで，都市や通りが構築されて，といったこ
とが分かると思います。というのも，現在ではこの丘
は，1300年以上にわたって，人が居住するために人
工的な手が加えられてきています。これらの丘の形や
その高台のところは，自然の形ではなく人工的なの
で，地形からかつての都市を復元しなければなりませ
ん。それにより，次の課題としてバーチャルリアリテ
ィを考えています。家や神殿をコンピュータテクノロ
ジーを用いたバーチャルな画像にすることで都市を復
元したいと考えています。
　比較的短期間で，新しい技術とソフトウェアを結び
つけたものが地形調査を飛躍的に発展させ，記録とマ
ッピング装置の速さと正確さが一足飛びに進歩したお
かげで，非常に複雑な都市の地形から集められた土器
片や建造物の立体的なデータについてすぐに結果が出
せるようになりました。個人の家屋の状態や経済状
況，あるいは，時代によって家屋の位置がどう変わっ
てきたかをプロットすることでその町独特のカルチャ
ーなどを調査することが，都市建築や都市域境界のイ
ンフラを復元する足掛かりとなっています。

古代末期以降のコロネイア

　さて，その後都市がどうなったかですが，フィール
ド調査の特徴の１つとして，それぞれの時代を見るこ
とができるということが挙げられます。踏査で発見さ
れた各時期について研究することが，我々踏査する者
にとっての義務です。過去のある一時期にだけ焦点を
当てるわけにはいきません。何かを見つけたらそれに
ついて調べ，可能な限りベストな分析を行うのです。
ですからここでは，その後の都市について見ていきた
いと思います。
　まず古代末期のものを見てみますと，司祭がいたこ
とが分かります。また，ローマ時代の末期になると，
アクロポリスの周りは防御壁で囲まれ，内部は非常に
粗末な家屋が並んでいました。そういったことから，
都市はいくらか衰退し，アクロポリス内部には難民が

暮らして，壁を修復して身を守っていたと考えられま
す。
　それから，大きな建物があったことを思い出してみ
てください。ルトロンです。たぶん司祭の公邸のよう
なところだと思います。時期的には６世紀ごろです。
その頃以降には，ギリシアのほとんどの場所ではロー
マ人の勢力がなくなって，スラブ人の植民者が支配し
ていました。それは200年ほど続きます。これらの都
市が村と化したということは容易に想像できます。最
初人々は，アクロポリスの壁に隠れるように暮らして
いたのが，次第にスラブ人とギリシア人の混血がすす
みました。丘からいくつかの土器片が出ていますが，
おそらくここは，いわゆる中世の暗黒時代の村であっ
たと考えられます。ただ，この時代の物質文化に関し
てはほとんど知られていないし，研究もされておりま
せん。我々の暫定的な仮説としては，都市は古代末期
には衰退し，村の形で生き残り，おそらくは，スラブ
人とギリシア人のコミュニティが同化して，初期ビザ
ンツ時代を迎えるということだったのでは，と思いま
す。13世紀にはそこに村が作られたようです。
　さて，これはいったい何でしょう？　フランク時代
の塔，という風に書かれていますが，これはビザンテ
ィンの人々がつけた名前です。フランク人は，十字軍
としてやってきて，1204年にコンスタンチノープル
を制圧した後ギリシア全体を支配し，（ビザンティン
帝国に代わり）十字軍の領地として分割して統治して
いました。
　歴史家や考古学者によってこれまで無視されていた
ような時代についてできる限りたくさんのことを明ら
かにするためにも，こういった遺構調査は大切なこと
です。実際，ギリシアには十字軍に関する記念碑的な
遺構が非常にたくさんあります。いくつかの教会もま
だ残っていますが，あちこちにある物のほとんどは，
13～14世紀のこのフランク時代の城砦や塔です。
　ギリシアのこの地域には２つの城砦があることがよ
く知られています。テーベとレバディアです。それか
ら国中に塔が建っていて，それらはいわゆる封建制に
関係のある建築物です。封建制下では，騎士や役人た
ちに村が与えられ，その村の生産物から収入を得てい
ました。彼らはこのような塔の中で暮らしていたんで
す。この塔は，おそらく３階建てであったろうと思わ
れます。１階は収納庫で，彼らに納められた村の生産
物を保存しておくところです。村の生産物の一部分
は，領主，十字軍の領主に納められましたから。２階
は公的スペースです。というのも領主は，管理者とし
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て裁判もしていましたから。そして最上階がおそらく
村を治めていた者，十字軍のフランク人のプライベー
ト空間だったと思われます。
　確かなことは，塔とともに村があったに違いないと
いうことです。我々はそれを発見しました。ここに実
在していたのです。塔の手前の丘に沿ったこのエリア
に，ビザンティンの人たちによるギリシアの村があっ
たのです。十字軍によって支配されていたこれら中世
の村のほとんどは，14世紀には放棄されます。土器
からこういったことが分かります。幸運なことにこの
時代の土器は非常に見分けやすく特徴的で，編年に向
いています。さて，この人たちはどこへ行ったのか，
ということですが，現代のコロネイアへ行ったわけで
はないことが分かっています。なぜならば，現代のコ
ロネイアにいるのはアルバニア人だからです。彼ら
は，同じ頃に，ギリシアの外から入ってきました。
　さて，幸いなことにきわめて特殊な史料があるので
すが，それがギリシアの次の時代，オスマン帝国支配
下での徴税記録です。非常に役立つ史料で翻訳もされ
ていますが，15世紀から17世紀まで，ボイオティア
のこの地方の150の村々についての記録があります。
そこに出てくる村の名前が現代の村と一致するのか，
それとも地図上にしか存在しない過去の場所なのかと
いった同定作業が必要となります。なぜならば，これ
らの村の中には放棄されたものもあるからです。放棄
された村，さびれた村，あるいはそこの地名を調べる
ために，古い地図を見る必要があります。そうするこ
とでその徴税記録がどこからきているのかが分かりま
す。こういった作業から，この地方のほとんどの村人
はアルバニア人であり，この時期の人口減少のために
ここにやってきて，引き寄せられるように定住したと
推測できるのです。
　ただし，１つ例外があって，この村，こちらは都市
ですので非常に古代都市に近いわけなんですが，この
村は，アイオス・イォルギオスという名前です。1446

年の最初の徴税記録には，コロネイアのクトゥムーラ
のようなアルバニア人の新しい集落がありますが，ギ
リシア人の村であるアイオス・イォルギオスのような
村もあります。14世紀にここ（古代コロネイアの丘）
に住んでいた人々はギリシア人ですが，この頃ちょう
どアイオス・イォルギオスへ移住して行ったのだろう
ということが，かなり確実視されています。実際，現
在でもこの村の人が都市の丘を所有しています。
　当初ギリシアでの調査を始めた時は，興味の中心は
古代の町や先史時代の遺物にありました。それはそれ

でとても興味深いのですが，今では，いろいろな技術
や歴史的な助けを利用することによって，都市から現
代の村に至るまでの一連の歴史を追うことができるわ
けです。村から都市へ，あるいは村へとさかのぼる長
期的な歴史を復元できるようになり，その土地の歴史
についてのはっきりとしたイメージを抱くことができ
ます。

近世以降の文化遺産の記録

　さて，そのほか我々のなし得ることについてです
が，村の周辺でも土器片を収集し，15世紀から現代
にいたるまでの物質文化史が分かってきたところで
す。それからもう１つ，我々がなすべきことについて
ですが，これらの村は非常に急速に現代化されている
ので，伝統的な文化についても記録しなければいけま
せん。そういった文化は，ある意味中世の村の文化を
復元することを可能にするものだと思います。我々が
研究する必要があるそういった物質文化の中には，現
在と過去を結ぶ連続性があります。
　たとえば，特にこの家は，伝統的な家屋です。ギリ
シア地方の家屋の跡について，後期オスマン時代から
のこの地方の民衆の建築は，最新の技術やコンピュー
タグラフィック・プログラムなどによって研究され，
記録されています。こういったプロジェクトには，急
速に失われつつある最近の文化財を記録するという目
的があります。そうやって記録された建物は，考古
学，建築学，歴史社会学的な資料，旅行記，村人への
聞き取りなどを通して，社会的あるいは歴史的な視点
から意味づけられます。
　たとえば，この家はたぶん1820年ごろのものです。
農家ですが，ほとんどの農民は，おそらくギリシアの
この地方では，中世以来こういったシンプルな１階建
ての家に住んでいました。しかし，今ではだれもこん
な家に住みたいとは思いませんが（笑）。もちろんみ
んな放棄されてしまっており，物置とか家畜小屋とし
て使っています。間もなく壊れてしまうでしょう。こ
の家は，４か月ほどで壊されてしまう予定です。コロ
ネイアの都市から続いてきたこのアイオス・イォルギ
オスという村には，４軒の伝統的な廃屋が現存してい
ます。このプロジェクトのここでの焦点は，これらの
家屋が破壊される前に記録するということです。
　こちらは非常に大きな長い住居です。通常の家の２

倍の長さがあります。周囲に現代の典型的な家も見え
ると思いますが，インターナショナルなスタイルでコ
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ンクリート造りです（笑）。
　最初の予備的な調査は２～３年前に行いましたが，
単に，オート CADを使って，実際の建物の形状を記
録しただけでした。こちらは先ほどお見せした長い家
ですが，こっちの方はそれとは違う家で，オート
CADを使って形状を記録しただけのもので，それか
らコンピュータプログラムを用いて平面的な写真撮影
をしただけです。形状が一致すると思います。最低限
の家屋の印象は分かりますが，平面写真のため，得ら
れる情報は限られています。
　幸いにも昨年新しい機械，ロボテック・トータル・
ステーションが導入されましたので，この新しいプロ
ジェクトとしては，新しい方法，つまりロボテック・
トータル・ステーションやコンピュータグラフィッ
ク・プログラムでボイオティアの建築物で残っている
ものを記録しようとしています。データを収集・処理
するためのこういった方法によって，写真やスケッチ
以上に完璧な建物のイメージを得ることができます。
私はロボテック・トータル・ステーションの専門家で
はありませんのでうまく説明はできませんが，レーザ
ービームを使い，ロボットを動かしてあちこち移動す
るもので，２次元の写真ではなく３次元の表面をとら
えることができます。
　平面写真では，家屋を側面からとらえるときには，
画素が低いので鮮明度が失われがちです。家屋を様々
な方向から見ることができる３次元のレーザーなら，
実物のような表面をとらえることができます。それが
３次元だからです。こちらはまた別のタイプの家屋で
す。19世紀末に村人たちは少しずつ裕福になってき
ましたが，さらに裕福になった人は，このような２階
建ての家を建てるようになりました。今では廃屋で手
入れされていませんが。
　ロボテック・トータル・ステーションによって，建

物をいろんな角度からとらえて全体的な表面の記録を
取ることができます。大事な点は，測定を行い，家屋
の形状のモデルを作成することができることです。そ
して，実際の表面から得られたレーザーのイメージ
は，３次元であらわされた家の完全な形状に合致して
います。これは，そうやって作ったバーチャルな家屋
です。
　こちらは最初の家屋です。この1820年築の家屋で
すが，食器棚など，いくつかの非常に興味深い伝統的
な特徴がこの建築に残っているのが見られます。長い
家についても，バーチャルな復元をすることができま
す。老人たちへの聞き取りも行い，家の内部にどうい
った種類の家具やカーペットなどがあったかというこ
とが分かっています。これらはデジタル化され，３次
元の復元で家の中に配置されています。
　ここでは歴史的な敷物の実物をお見せしています
が，これはデジタル的なイメージが集められ，先ほど
の復元された家の中にはめ込まれています。一緒に，
この時代から現存している実際の家具のデジタルイメ
ージもはめ込んでいます。
　ギリシアでは，歴史や考古学が，ほとんどローマ時
代以前に限定されているということを頭にとどめてお
くことは大事です。異民族の侵入以降はそれほど興味
を持たれておらず，オスマン支配の頃は最も関心がも
たれていません。十字軍も駄目ですね。ローマ時代は
いくらか関心があるようですが，これらのモニュメン
トなどについては誰も気に留めていません。こういっ
たものは，記録されることなくすべて破壊されてしま
う可能性があるのです。ですからこういう調査が，ギ
リシアでのここ500～600年間の記録を保存する唯一
の方法なんです。
　どうもありがとうございました。

　司会者：私もほとんど初めて聴く内容で，技術的な
ことに関してはちゃんと訳せたのかどうか分かりませ
んけれども，コロネイアというこのボイオティアの都
市の調査の話，そしてそれが，前回ビントリフさんが
2006年に来たときに，「これからコロネイアをやる」
と言っていたので，本当にわずか４年くらいの間でこ
んなにコロネイアの調査が進展していることに強い印
象を受けました。それから，さまざまなデジタル機器
ですね。そういうものの発展が調査にどういうふうに
貢献しているのかということも伺ったと思います。最

後は，近代の，近世の村の調査に至るまで，大変ダイ
アクロニックなお話を聴けたのではないかと思いま
す。
　どうぞ，皆さんから何なりとご質問等受けたいと思
いますけれども，いかがでしょうか？　どうぞ。どん
なことでも。
　ビントリフ：はい，日本語でも質問してください。
周藤先生が訳してくださいます。簡単な質問でもかま
いませんよ，学生の皆さん方も，どうか恐れず質問
を。
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　司会者：ああ，もちろん英語でもどうぞ（笑）。
　Ｑ：土器片が作られたとき，というか，土器片を手
に入れた時，それがいつの時代のものか，どうやって
分かるのですか？
　ビントリフ：ああ，いい質問ですね。良い写真があ
ったかと思うんですが……。ありました。たとえば，
ここに非常に典型的な採集遺物があります。土器片で
すが，前古典期のもの，古典期のもの，初期ヘレニズ
ム時代のもの，初期ローマ時代のもの，おそらく後期
ローマ時代のものなどがあります。これはどちらかと
いうと珍しいですね，都市がだんだん縮小されていっ
た時期のものですから。
　もう一段下へ行ってみると，はい，家屋が集まって
いる写真があって，養蜂箱の形も違っています。ロー
マ時代とギリシア古典期とでは養蜂箱のタイプが違い
ます。わずかずつですが異なってきています。
　これらの紡績の錘の重量も，時代を超えて変化して
います。これは通常のローマ時代のものと形状が異な
っていていて，典型的なヘレニズム的なボウルです。
これらの時代を特定することはできませんが，編年は
行われており，それは土器だけを使っているのではな
く，非常にうまく時代特定できるのです。非常にたく
さんの物を用いて，何百年にもわたる主な時代を区別
しています。長期的な歴史という意味では，古代都市
がどれくらい大きかったかということは言えると思い
ます。でも，たとえば，ヘレニズムの初期と後期では
どんな違いがあるかとか，ローマ時代ではどうかとい
うことになりますと，現在のところ，都市の歴史を説
明するためにはさらなる調査が必要です。これらの遺
物のほとんどは，時代を分けることには使えます。
　さて，ローマ時代における捕虜や奴隷の役割につい
てお話しましょう。おそらくこれらの品々に言及しな
ければいけないことになるでしょうが，特別に高品質
の陶器食器，ヘレニズム的な物や古典の輸入物などで
すが，それらが途絶えてしまうことがあります。その
時期に最良の土器が減少してしまうのです。私の経験
ではそうそう起こることではありませんが，この遺物
で言うと，20年１世代分の記録があります。幸いに
ももう１つの都市，ハリアルトスでも，1980年代に
そういう調査をしました。ハリアルトスもローマ軍に
よって占領され，破壊されましたが，その後は放棄さ
れ，だれも占有しなかったのです。それに対してコロ
ネイアは再定住されました。
　司会者：今話題になっているハリアルトスというす
ぐ隣の町です。コロネイアから地図上で５，６センチ

右へ行った所です。
　ビントリフ：ハリアルトスから出土する土器を見て
みますと，事実上紀元前200年以降のものは何もあり
ません。都市が略奪された後です。つまり，土器の編
年がうまくいっているのではないかということに対し
ての，これは良い傍証となるのです。何かここで恐ろ
しいことが起きて，人々が紀元前200年ごろにいなく
なり，それか都市の壊滅の時期であり，それ以来再定
住されなかったのです。
　だから，大きな流れの中で焦点を合わせていかなけ
ればいけなません。300年以上のスパンでの都市の隆
盛と，略奪のような中断です。もし恒久的な変化がな
ければ，逆に分からなくなってしまいます。そういっ
たことが，政治史やこの手の長期的な歴史の問題だと
思います。
　司会者：そういう形で，精製土器だけではなくて，
粗製の土器でもある程度編年は可能なのですね。ほか
に，いかがですか？
　Ｑ：非常に興味深いお話をありがとうございまし
た。都市の文化内容についてですが，先生は各時代そ
れぞれについてお話しくださいました。これについて
もう少し説明いただけませんか？　たとえば，ある地
方のある物をどうやって区別しているのですか？　ど
んな違いがあるのですか？
　ビントリフ：そうですね，前古典期や古典期のもの
はより分かりやすいです。ある種の土器，ミニチュア
の器，像といったものに集中しているからです。これ
は，普通に使われているものではありません。
　しかし，ローマ時代になるともっと難しくなりま
す。ローマ時代，といってもそれは皆さんにとっては
興味深い話になると思いますが，ギリシアにおけるロ
ーマ時代のローマ人たちの神への捧げものは，普通の
土器だからです。彼らは特別な壺などを神殿へ持って
いくわけではなく，普通の壺を持って行くのです。し
かし幸いにも，それよりは興味深い記念碑などが一緒
に見つかる場合もあります。ですので，墓地エリアで
見つかった碑銘から建築物のことが分かる場合もあり
ます。その埋葬儀礼が普通のことなのか公的なことな
のかを分けるには様々な証拠を用いる必要がありま
す。しかし通常は，大きくそういった区分をすること
が可能だと思います。
　あるエリアが機能を変化させていくときには，問題
が起こります。たとえば，中世の村のある場所では，
最初は墓地だったところは丘の上でしたが，それはそ
んなに問題ではありません。土器が非常に異なったも
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のだからです。しかし，かつて墓地だった丘の上にロ
ーマ人たちの家が建つようになると，もちろん，いろ
んなものが混じりあうようになってしまいます。です
から問題はずっと難しくなり，ローマ時代後期になる
とアクロポリスのあったところに植民者が村を作るよ
うになります。そこはかつては宗教的なエリアだった
はずなんですが，機能が変わってしまったわけです。
ですから非常に注意深く見ていく必要があります。し
かし一般的には，大きく見れば，建築物と土器を一緒
に考えることは可能です。
　司会者：ほかにどうですか？
　Ｑ：非常に興味深く役に立つお話をありがとうござ
いました。私の質問ですが，都市がもっとも繁栄して
いた時期を迎えたのはどのあたりですか？
　ビントリフ：そうですね，ボイオティアでは６都市
を調査したんですが，それらの歴史を比較することは
面白いですね。ボイオティアで発見したことの１つな
んですが，通常，古典期の都市はローマ時代には衰退
するということです。歴史書にもこの点について言及
があり，考古学的にも言及されているのですが，テス
ピアイの例をお見せしたように，都市というのは非常
にドラマティックに作られていくのです。
　ハリアルトスの場合は完全に放棄されていますし，
テスピアイも崩壊しています。しかし，タナグラはお
そらく違っていて，広範囲に残っています。ですから
いくらかの違いはありますね。コロネイアについては
もっと知りたくて，今まで調べたところでは，おそら
くコロネイアはタナグラのようであったと思います。
そんなにひどく被害を受けていなくて，土器の出土分
布を見ますと，ローマ時代でも非常に広い範囲に残っ
ていました。しかし，後期ローマ時代までには，村程
度になってしまったと思います。
　この都市は，タナグラ同様，ローマ人によって非常
によく治められていました。歴史的にも興味深いとこ
ろなんですが，なぜそうなったのだろうということで
すね。なぜそういった違いがあるのだろうということ
です。考古学と歴史学の接点となる面白い疑問です。
ローマ時代にローマ人によって繁栄した都市がある一
方で，ローマ人が壊滅させた都市があるのはなぜでし
ょう？　ローマの繁栄の裏には，２つの非常に異なる
意味がある。そして，都市の比較によって，それが説
明できるかもしれないと思います。コロネイアとほか
の都市との違いは何でしょう？　これらの都市は近く
にあるのに，状況は非常に悪くなっています。我々
は，これらの変化に対する理由をぜひ知りたいと思っ

ています。
　Ｑ：前の２つの質問に関係するのですが，政治的な
状況とか歴史というのは，そこに建造されたものなど
の結果に影響を及ぼすのでしょうか？
　ビントリフ：そうですね，ちょっと説明してみまし
ょう。テーベは，アレクサンドロス大王によって破壊
されました。このことは次のことと結び付きます。つ
まり，ボイオティアにある多くの都市は，格子状の通
りを持つ都市へと完全に再計画されます。ヒッポダミ
アン・プランですね。タナグラとかハリアルトス，オ
ルコメノス，テスピアイなどです。これらの都市は，
町としての新しいプランを実行され，巨大都市テーベ
は死に到るのです。
　これらの都市は拡張され，さらに大きくなり，力も
持つようになり，テーベの土地を支配します。このよ
うに都市の再計画を理解することができるのですが，
不幸にも，その時カッサンドロスにより10年後にテ
ーベは再び大都市となります。このような拡張は長く
は続きませんが，土器から分かることは，テスピアイ
では新しい拡張プランがあって，新しい壁も造ったの
ですが，その新しいエリアを使うことは実際にはあり
ませんでした。
　別の都市ですが，プラタイアはこの時期非常に大き
く拡張されましたが，拡張したところに居住する者は
いませんでした。新しい壁の内側には何も起こらなか
ったのです。タナグラはヒッポダミアン・プランでし
たが，これは居住しようという意図があってのことで
す。しかし，プラタイアの計画では，テーベが回復す
るときに没落するしかありませんでした。こういった
歴史的な出来事の結果を見ることができるわけです
が，ローマ時代の場合は，お分かりのように，テスピ
アイは衰退し，人々は古い都市から石を持ち出して，
城壁を移し，古代都市の壁を使ってローマ人の町を再
建しました。
　今日，テスピアイの都市城壁ブロックの地図を見る
と，実際に城壁があったところにはありません。ロー
マ時代に人々は，いくぶん小さめの都市を作るのに，
石を持ち去って再利用したのです。そういったことが
問題をより難しくしているのですが，我々は今でも，
城壁がどこにあったか知りたいと思っています。征服
による様々な影響，ヘレニズム的変容，ローマ的変容
についてもいくらかは分かります。しかし，こういっ
た短期間の出来事などの変化のすべてが分かるわけで
はありません。通常，出来事というのは長期的な結果
をもたらすものだということを我々はよく理解してい
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ません。出来事はあまりにも短期間のうちに起きてし
まうからです。
　ですから，タナグラでの新しい都市建設計画，格子
状の整備計画ですが，正確にはよく分かりません，そ
れは古典期後期，あるいは初期ヘレニズムのもので
す。しかし，同じことがあちこちの都市で起きてお
り，たとえばオルコメノスの再計画については実際の
資料があります。ですから，この地域一帯が，おそら
くテーベの略奪以降，新しい計画に沿って進められて
いったのでしょう。我々は，各種の証拠を突き合わせ
て，歴史家と話し合う方途を創り上げていかなければ
ならないでしょう。
　司会者：私からも質問をしてよろしいでしょうか。
コパイス湖の周辺のいくつかの都市には，独特の特徴
的な地形があるというのが印象的で，私にはそれがき
わめて多様であるように思えるのです。というのも，
オルコメノスは低地の平野に位置しており，重々しい
アクロポリスを擁していますし，コロネイアの場合
は，丘全体が都市域です。一方，ハリアルトスは平ら
な丘の上にあり，湖に非常に近いです。なぜこのエリ
アの住民は，このような様々な地形を選んだのでしょ
うか？　簡単でいいのでお聞かせください。
　ビントリフ：そうですね，このあたりは非常に古い
土地で，紀元前7000年には村がありました。人々は
このあたりに住み続けておりましたし，川の源流でも
あるので水も豊富です。先史時代から人々が住み続け
ていましたが，面白いことに，ここは住みやすいとは
いえません。テーベのような敵もいました。しばしば
テーベ人がやってくるため，先ほどお見せした山に逃
げるわけです。私たちが調査で行った山に，彼らは登
ったのです。というのも，彼らの都市は平地にあった
ので，テーベ人がやってきて城壁を破壊した時には，
人々は後ずさりする形で城壁を再建するといったこと
を何度か行っているのです。ですから，ここでは彼ら
は都市を造るのによい場所だと思っていたと思いま
す。我々もここに長いこと暮らしたことがあります
が，水があって土壌は豊かで，彼らは砦を築くことに
興味なんてなかった。非常に良いところにいると思っ
ていたのではないでしょうか。ハリアルトスも湖のそ
ばで先史時代に定住されていたところですが，資源と
水が豊富です。
　ですから，人々はおそらく，自分たちが求めている
非常に基本的な物には目を向けていましたが，驚くべ
きことに，政治的な要因や軍事的要因はそれほど重要
とは思っていなかったようです。ですからタナグラで

は，正式なアクロポリスはありませんでしたし，平地
なのに城壁もありませんでした。非常に不思議です。
彼らは，自分たちが住みたいと思った場所で，非常に
実用的な土地利用をしていました。これは注目すべき
ことですし，そういったことから，征服されたり放棄
されたり破壊されたりといったことが非常に多かった
のではないでしょうか。彼らは，敵から身を守るよう
な良い土地にいたわけではなかったのです。
　彼らがなぜこういう考えをとって，政治や農業の面
からみるとあまりよく考えられていないような都市配
置を行ったのかは完全には理解できませんが，歴史上
いろんなことが起きているにもかかわらず，危険とい
うものに対してあまりよく考えていなかったように思
います。ボイオティアは，ギリシアのどの地域よりも
戦闘が多かったところなのに，です。ですからここで
はトラブルが非常に多かったわけです。
　Ｑ：そうですね，非常に興味深いです。
　ビントリフ：そうですね。
　Ｑ：その他，ハドリアヌス帝の水道については，ま
だ発見していませんか？
　ビントリフ：まだです。
　Ｑ：それは非常に奇妙ですよね，文献からは全く明
らかなことなのに，考古学的にはほとんど……。
　ビントリフ：そうですね，本当に。皆さんにお見せ
できないのですが，ちょっと待ってください。ハドリ
アヌス帝によって作られた，非常に見事な物があるん
です。ここは都市で，ここに下町があって，水はここ
から流れていると思われます。そして，ドイツの地形
学者ラウファーは，戦前に都市に向かって走っていた
この水道の残骸を見ているんです。今ではそれは印象
的な何かだと考えられています。彼が見つけたもの
は，水道，というか，３つの巨大な橋脚のある大きな
あの有名な水道ではなくて，たぶん地面に沿って走っ
ている，こんな感じの水路です。水路の残骸をいくつ
か発見したのです。ですから，それは低いところに設
置された平らな物であったでしょうが，このあたりに
はいくつかの川がありますから，川を渡すため橋はあ
ったに違いありません。
　我々は，その痕跡を探すために丸１日だけ費やした
ことがあったのですが，今までのところなにも見つけ
ていません。しかし何も見つかっていないということ
は，裏返せばそこではそれ以降何も使われていなかっ
たということですので，誰かが石を持ち去ったという
こともないわけで，必ず水道の痕跡がどこかに残って
いるに違いないのです。
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　その他興味深いこととしては，なぜハドリアヌス帝
がコロネイアに水道を造ったか，なぜハドリアヌス帝
は裕福な人々から一般市民を守るために手紙を書いた
のか，ということが挙げられます。それにはコパイス
湖畔での問題が挙げられます。湖の水が洪水で都市に
押し寄せた時，皇帝は堤防を築いたり，湖に障壁を設
けるためにお金を出しているのです。これら皇帝の介
入がなぜ行われたのか，どうやって皇帝はコロネイア
が問題を抱えているということを知り，なぜ彼は助け
の手を差し伸べたのかについては，いくつかの仮説が
あります。
　１つの説明としては，この都市にはローマと関係の
ある何人かの権力者が存在し，いくつかの重要な家柄
がありまして，そのうちのいくつかはさらにローマと
も関係のある重要な家柄であったために，ハドリアヌ
スとはパトロネージ関係にあったというものです。ハ
ドリアヌス帝はコロネイアの市民たちを心配していた
のではなくて，エリートたちとのつながりがあって，
そういった人々が皇帝に影響を及ぼしており，皇帝
は，友達の友達の友達，といったところから，何か悪
い問題があることを聞き，その友人のために何かして
あげようという気になったのです。これは非常に面白
い洞察で，皇帝と，帝国内の小さな都市との関係を考
えさせます。おそらくローマ時代の社会のほかのとこ
ろと同様，パトロンとか関係とか，家柄というものに
ついて考えることがありますが，近代国家では，中央

の人々がどうということはあまり考えません。たとえ
ば，九州で何か起きたとして，困ったことになった
時，人とお金を送るでしょう。何とか委員会というの
を通して。でも，ここでは大切な友達がいるからやっ
ているんです。皇帝がいて，彼の親友は誰かのいとこ
で，それがコロネイアに住んでいたから，彼が私に問
題が起きたと手紙を送り，その誰かというのが皇帝に
会って，私の友人がかくかくしかじか～，というわけ
です。非常に面白いと思います。
　司会者：そろそろ１時ですけれども，よろしいでし
ょうか。それでは，非常に興味深いお話をありがとう
ございました。
　ビントリフ：もし論文を読みたければ，ウェブリン
クにありますので。
　司会者：分かりました。
　午前中だけの方のために，ビントリフさんの今まで
書かれた近代史まで含めて，あるいはその理論考古学
まで含めて，たくさんの業績がウェブ上で読めます。
一部の人にはもうご案内していますけれども，そのユ
ーザーネームとパスワードを書いた紙がこちらにあり
ますので，これをお持ちいただければビントリフさん
のたくさんの業績を PDFでダウンロードして読むこ
とができますので，どうぞご利用くださいということ
です。どうもありがとうございました。
　ビントリフ：興味深いご質問をありがとうございま
した。
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Architectural remains from a public area of the city

Koroneia City: Putative Agora plateau,
Remains of public buildings

Till recently, surface survey 
data were plotted using  

compasses onto hardcopy 
maps, linked to distance 

pacing. Errors and
uncertainties were normal!
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Large objects of interest were photographed…

and given 
handwritten, 
later typed 

descriptions 
with local 
distance 

indicators –
also paced on 

foot

Such points of interest 
were recorded onto 

hardcopy maps in only 
approximate locations

The entire city hill, more than 60 hectares, is being analysed over 5 
years using 20x20m survey grid units

These units are set at a size appropriate to the household level, and can be
quickly set out without time-consuming measurements, since their real corners
are rapidly located to 1m accuracy through a gps-linked palmtop

An instant digital 
paperless record on a 

palmtop (ESRI-
ARCPAD) which is 
linked to a small gps 
device, includes unit

real space and the entire 
document record for 

surface finds

 DATE UNIT LAND_USE NAT_VEG NS WE DIST_NS DIST_WE DENS_NS DENS_WE VISI_NS VISI_WE BAGS FUNCTION NOTES
8/27/2008 347 olive grove wild cereals pa bi 20.5 19 295 186 7 6 3 domestic cemetery/sanctuary finds
8/27/2008 348 olive grove wild cereals da ch 25.9 21.4 70 144 2 4 2 domestic cemetery/sanctuary finds
8/27/2008 349 olive grove wild cereals jo jo 18.9 20 68 77 7 6 1 domestic cemetery/sanctuary finds
8/27/2008 350 olive grove wild cereals da ch 17.6 20.1 81 169 2 5 2 domestic cemetery/sanctuary finds
8/27/2008 351 olive grove wild cereals pa bi 18.4 17.3 248 187 3 4 2 domestic cemetery/sanctuary finds
8/27/2008 352 olive grove wild cereals jo jo 20.4 19.5 124 148 5 5 2 domestic cemetery/sanctuary finds, m
8/27/2008 353 olive grove wild cereals da ch 24.6 19.9 98 132 7 8 2 domestic cemetery/sanctuary finds
8/27/2008 354 olive grove wild cereals jo jo 23.5 12.6 84 44 8 7 2 domestic cemetery/sanctuary finds
8/27/2008 355 ploughed olive grove none pa bi 20.9 22.5 425 416 10 10 5 domestic cemetery/sanctuary finds
8/27/2008 356 ploughed olive grove none da ch 19.5 20.8 155 381 9 10 5 domestic cemetery/sanctuary finds
8/27/2008 357 ploughed olive grove none jo jo 16.2 20 342 168 9 10 5 domestic cemetery/sanctuary finds
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Mapping under difficult conditions….

In 2007 massive scrubfires in Greece opened a window of opportunity
for archaeologists…a mountain with dense scrub was long suspected to
conceal a refuge place for a nearby ancient town…

Shortly after the fire we climbed the mountain and found a major
refuge  fortification, but high-accuracy ground-recording was a problem..

But not since we now had access to a Differential Gps device…the base 
station was set up at our residence, some 6 kilometres from the mountain, 

visible in the distance…

This shows the reverse view from the mountain fortification to the base station…
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Koroneia City: The grid laid out over the city surface to trace households and public areas, sectors 
covered in 2007-8 (ca. 14 ha) (Geographical Information System recording by Bart Noordervliet).

In three years some 600 units 
have been studied, around 23 

hectares

Surface ceramic density 
in the upper town of 
Koroneia. 1 dot = ten 

sherds

Surface ceramic 
densities average 10 

sherds per square 
metre but can reach 
40. Daily plots allow 

us to monitor how we 
move in and out of 

high occupation  
debris areas and in 

places, taken with the 
condition of pottery, 
allow us to infer the 

city edge

Comparison of urban ceramic densities at Koroneia and 
Thespiae, same colour-density code
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Architectural points are immediately logged to 1m accuracy 
within the gsp-based palmtop grid unit record

This allows us to relocate any findspot very rapidly despite often difficult surface 
vegetation, as here for a specialist revisit

The quality of grid collection finds at Koroneia, one of several bags 
from a single survey unit

Recurrent household assemblages from domestic terraces. Upper row, left to 
right: beehive, floor-tiles, spindle-whorl. Lower row: stone grinders, moulded 

tableware and storage jars, a loomweight.

A typical terrace on the slopes of the city hill, narrowed by slopewash from above.
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Aligned cut blocks along contours seem to mark house foundations, in 
this case a possible door threshold

Artefact locations for the 
House of Many Colors, 

Olynthus
We intend to plot the 
different kinds of pottery 
types and other artefacts  
across the entire hill
by their 400 sq m units, in 
the search for the record of 
discrete households
comparable to those from 
excavated ancient Greek 
cities such as Olynthus. The 
potential of the gis-tied 
database can be used to 
the full, linked also to our 
record of wall alignments 
which reflect blocks of 
house clusters. Topics such 
as variable wealth and 
economic specialisation are 
studiable from these data.

A second project relates to the major physical replanning which this generally steep 
hill required to make it habitable and accessible for its some 7000 likely inhabitants 

over a city life of around 1300 years. Once again this involves the Differential Global 
Positioning System, which provides rapid recording of the variations in height of the 

city surface to a fine detail
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Theatre
Agora

Acropolis

Crusader tower
& village

City wall

This 3-D map of the city-hill surface was made with Surfer from the DGPS data 
and shows some of the main features of the ancient town and its medieval village successor

Urban Infrastructure

Surveying the Theatre

In situ dividing 
wall fragment 
from the cavea

Outer revetment of 
the Theatre

New monumental bases from the Agora-Forum above the 
Theatre
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Lined-well in the domestic area of the town

Putative Roman imperial
period mansion in the
Lower Town suburbs

The Classical cemetery in the north-east sector of the city hill.

The rich finds from the N-E Classical cemetery, the figurines highlighted

Human and animal figurines from the NE cemetery

Possible extramural cemetery
beside a city-gate
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The high-intensity surface map of the city-hill is our basis for a series of 
gis-based investigations of the structure of the ancient planned city. For 

example, which parts of the hill are most favourable to receive direct 
sunlight in summer and winter?  A GIS simulation suggests that the east-

centre of the city would have been the most desirable for private 
residences, and this is also where the city-centre, the main square or 

Agora has been located…

Summer 05.30 Summer 08.30 Summer 11.30

Summer 14.30 Summer 17.30 Summer 19.30

Exposure to full sunlight

AGORA

Winter 08.00 Winter 11.00
Winter 14.00

Winter 17.00

Exposure
To full
Sunlight

AGORA

Slope map

Accessibility around the steep, terraced hill must also have been complex, 
undoubtedly requiring at least one paved road to the marketplace in the Lower town 
and up to the city’s major temples on the Acropolis

Excavated ancient hilltowns give an impression of irregular house terraces usually
provided with paths just for pedestrians and donkeys, here at Petres for example

Excavated areas of the 
town at Petres with a 

suggested reconstruction 
(Adam-Veleni 2000), a
possible model for the

Koroneia hilltown
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The Koroneia hill 
today should 
contain signs of its
long-modification 
during its time as a 
city to enable 
human traffic to 
access its surfaces.
Our first strategy is 
to calculate Least-
cost paths from the 
plain to the
Acropolis [Green].
Modern roads are 
shown for 
comparison [Red]. 
Note how the Agora 
is on two preferred 
routes.

In Greco-Roman towns 
urban cemeteries were 
placed outside their walls 
and often near to major 
gates. So far little trace of 
the ancient walls has been 
recovered, but the  two 
extramural cemeteries 
marked may relate to the 
Least Cost paths into the 
Lower and Upper Town

Here we show Least-Cost 
Paths to the City
centre (Agora) [Green] and
Modern roads [Red]
This should help us
reconstruct how the occupants
of the domestic suburbs
of the town accessed the city
centre facilities and also the
agricultural landscape
below the city.

In a relatively short period, the combination of a 
linked set of new technologies and software

have revolutionised surface survey. A logarithmic 
advance in the speed and accuracy of our recording 
and mapping devices allows us a daily response to 
the ceramic, architectural and topographic data the 

project is gathering from a highly-complex cityscape. 
Reconstructing the physical plan and infrastructure of 

the ancient city can be accompanied by the 
investigation of the economic practices and status of 
individual households, period by period, across the 
former housing plots of the domestic quarters of the 

town.
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Housing Material Culture in
local villages:

Chiara Piccoli

Testimonies of Greek
vernacular architecture
from the Late Ottoman
period onwards are
studied and recorded with
the help of advanced
techniques and programs
of computer graphics. The
project aims to preserve
the evidence of a recent
cultural past that is
quickly disappearing. The
recorded buildings are
contextualised in their
social and historical
dimension through the
concurrent collection of
archaeological,
architectural and socio
historical sources,
travellers’ reports and
interviews with the
owners.

Surviving ruined traditional
houses in Aghios Georgios

village

Early recording with
2 dimensional photos
and autocorrection
onto autocad 3-D
shapes

The aim of the developed
project is to record the surviving

examples of vernacular
architecture in Boiotia with

advanced methods, namely the
Robotic Total Station and

computer graphics programs.
This way of collecting and

processing the data will provide
a more complete picture of the
buildings than what could be

obtained only with photographs
and drawings
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The purpose is to recreate in virtual
reality both the inner and outer

appearance of the structures and will
allow a deeper comprehension of the

house itself and
its relation with its inhabitants
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